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研究成果の概要（和文）：全国の13の地域の小中学校・幼稚園・保育所から、26000名を超える回答を得た。粗点に男
女差があり、評価点は男女別に算出した。クロンバックα係数は.50から.77であった。「ステレオタイプ化された言語
」はASD群のみで問題がみられ、「発話の不適切な開始」「文脈の利用」「非言語的コミュニケーション」はASD群、AD
HD群ともに問題がみられた。「非言語的コミュニケーション」はSLIよりASDで問題が大きかった。「文脈の利用」と「
ステレオタイプ化された言語」ではSLIとASDの有意差はみられなかった。

研究成果の概要（英文）：More than 26000 parents of children ranging in age 3 to 15 years participated in C
CC-2 survey all around Japan. Cronbach's alpha ranged from .50 to .77 in the subscales. Girls performed be
tter than boys. Standard score was calculated for each. 
 Stereotyped speech was more frequent in ASD children than those with ADHD. No intergroup difference in in
appropriate initiation of utterance, use of context, and nonverbal communication was seen between ASD and 
ADHD.When compare ASD with SLI, nonverbal communication distinguished the two groups while use of context 
and stereotyped speech did not produce intergroup difference.
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１．研究開始当初の背景 
CCC-2 （ Bishop,2003 ） は CCC
（Bishop,1998）の改訂版である。旧版から
一貫して英語の幼児から青年前期までの子
どものコミュニケーション障害を、語用論の
側面に重点を置きつつ、統語、形態、意味、
音韻の各言語領域および非言語コミュニケ
ーションと対人関係並びに興味の偏りにま
たがる、コミュニケーションの多元的・総合
的な評価尺度として 
の有用性を、実践的・研究的に如何なく発揮
してきた。日本語版標準化は日本の「気にな
る」子どもへの支援と研究の大幅な発展の契
機となる。CCC-２日本語実用版の確立には
いくつか検討を要する課題がある。英語を右
から左に移したわけではなく、文法・音韻・
意味項目は日本語に即して変更した。語用能
力関連の項目も可能な限り日本語の伝達習
慣に即したものに改訂した。 
研究代表者らはすでに挑戦萌芽研究
（H19-21、研究代表者・大井 学）を通じて、 
また厚生労働省こころの健康科学研究事業
「子どもの発達アセスメントの有用性の調
査」（研究代表者・神尾陽子）との連携によ
り、CCC-2 日本語研究版を約 27000 名余の
子どもたちの保護者（一部は担任教諭）を対
象に実施し、標準化作業用データセットを整
備した。 
２．研究の目的 
１）定型発達群について CCC-2 日本語版の
基本統計量（下位尺度の内的整合性α係数な
ど）を得る。 
２）臨床群（自閉症、ADHD,、SLI）のデー
タを得て、定型発達群との対照、診断分類間
の異同を検討する。 
３）CCC-2 日本語版の標準化の一環として，
子どもと接する社会的文脈や関係性の異な
る評価者，すなわち，養育者と保育者（幼稚
園教諭および保育士）による評価の比較検討
を行う。 
４）日英バイリンガル児童の日本語と英語で
の CCC-2評価の異同を検討する。 
３．研究の方法 
研究１ 定型発達群 3 歳から 15 歳までの約
27000 名を対象に調査を行った。 
研究２ 小学生の SLI 群（21 名）、TD 群（32
名）、ASD 群（60 名）を対象に調査を行った。 
研究３ 小学生の ASD 群（12 名）、ADHD 群（12
名）、TD 群（35 名）を対象に調査を行った。 
研究４ 幼稚園，保育所に在籍する幼児の養
育者(母親)60 名と保育者 60 名に調査を行っ
た。 
研究５ 日本語英語両言語の並行教育を行
う合衆国の１つの小学校に在籍する５０名
を対象に調査を行った。 
４．研究成果  
研究１ CCC-2 検査項目における内的整合
性に日本語版の特徴がみられる。日本語版
CCC-2 においては，その半数の下位領域でク
ローンバックのα係数が.60 前後に留まり，

Geurts & Embrechts (2008)の指摘のように
日本語版においても下位領域間でその値に
ある程度の幅が確認された。UK 版と Québec
版を基準とすると，日本語版において目立っ
て低いα係数を示したのは A領域と B領域で
ある。そのため，日本語版 CCC-2 は語用的側
面およびそれに関わる社会的側面に焦点を
あてた下位領域群に比べ，特に音声および文
法領域といった言語構造に関する評価にお
いてはその運用に注意を払う必要があるこ
とが示唆された。CCC-2 において，自閉性傾
向を反映する I,J 領域など，男女差が示唆さ
れている障害と関連した領域から一定の差
異を検出できたことは興味深く，標本サイズ
の大きさを念頭においても，男女間で一貫し
た平均値ならびに標準偏差の差が明らかな
ことは留意すべき点である。原典である UK
版および他国の翻訳版では，CCC-2 での評価
において男女差は論じられていない。CCC2 を
利用した研究ならびに実践の両面において
男女の違いを考慮することは日本語版の特
徴のひとつとなる可能性がある。研究用とし
て予備的な日本語版CCC-2の標準値を報告し
た。特定領域での内的整合性の低さや年齢群
間での標準値の変動の小ささといった留意
点があるものの，UK 版に近い年齢分布からな
る標準化サンプルから作成された日本語版
は加齢とコミュニケーションの困難度評価
の関連を踏まえた，UK 版の特徴を再現した検
査となった。 
 
研究 2 分散分析と多重比較の結果、SLI
群は「音声」「文法」「意味」「首尾一貫性」「ス
テレオタイプ化された言語」「文脈の利用」
「非言語的コミュニケーション」「興味関心」
の下位項目で TD 群より平均値が有意に高か
った。また、ASD 群よりも「音声」は有意に
高く、「発話の不適切な開始」「非言語的コミ
ュニケーション」「社会的関係」は有意に低
かった。語用関連項目のうち「発話の不適切
な開始」は ASD のみで問題がみられ、「非言
語的コミュニケーション」は SLI より ASD で
問題が大きかった。これらは相手に話しかけ
るタイミング、表情の理解や適切な距離感な
ど、音声言語使用の背景をなす社会的認知に
関係する。一方、「文脈の利用」と「ステレ
オタイプ化された言語」では SLI と ASD の有
意差はみられなかった。これらは音声言語使
用そのものに関わる。これまで語用の障害は
ASD の特徴と考えられてきたが、その一部は
SLI においてもみられることが示唆された 
 
研究 3 分散分析と多重比較の結果、ASD
群は「音声」「文法」「意味」「首尾一貫性」「発
話の不適切な開始」「ステレオタイプ化され
た言語」「文脈の利用」「非言語的コミュニケ
ーション」「社会的関係」「興味関心」の 10
領域全てにおいて TD 群より有意に平均値が
高く、また ADHD 群に比べ「音声」「興味関心」
の領域で有意に平均値が高かった。そして、



ADHD 群は「音声」「文法」「意味」「ステレオ
タイプ化された言語」以外の領域で TD 児に
比べ有意に平均値が高かった。 
CCC-2 の語用に関連する下位項目のうち
「ステレオタイプ化された言語」は ASD 群の
みで問題がみられ、「発話の不適切な開始」
「文脈の利用」「非言語的コミュニケーショ
ン」はASD群、ADHD群ともに問題がみられた。
語用の障害はASD特有の問題であると考えら
れてきたが、本研究の結果より、ASD のみな
らず、ASD ほど顕著ではないにせよ、ASD を
伴わない ADHD においても幅広くみられる可
能性が示唆された。 
 
研究４ 結果からは，両者間では評価に違
いがあり，特に「意味」，「非言語コミュニケ
ーション」，「社会的関係」の領域については，
養育者と保育者で差が現れやすいことが明
らかになった。集団の中の幼児を評価するの
か家庭での幼児を評価するのかという社会
的文脈の差が現れることが推察された。 
対象児の年齢を考慮した結果からは，幼児
の年齢による違いは見られたものの,年齢と
評価者の交互作用は見られなかった。加齢に
伴いほとんどの領域では困難さの得点が軽
減される傾向が示されたが，「非言語コミュ
ニケーション」，「社会的関係」，「興味関心」，
の領域に関しては，幼児の年齢に関係なく一
貫した評価を受けることが示唆された。 
今後は,子どもの診断に影響があるかどう
か,「言語的側面」，「語用的側面」，「自閉性
障害的側面」の臨床群を用いた研究を行うこ
とが課題である。また,発達障害児の養育者
と保育者間の評価について比較調査を行い，
本研究の結果と合わせて評価者による CCC-2
日本語版の異同を検討することを課題とし
たい。前述したとおり,評価者の不安感や子
育て経験，保育経験などがどのように影響す
るかについても今後検討する必要がある。さ
らに，CCC-2 日本語版が臨床的アセスメント
に止まらず，保育者が子どものコミュニケー
ション行動を理解し支援に生かすための実
践的ツールとして応用できないかという点
について検討することも今後の課題とした
い。 
 
研究５ 日英バイリンガル児童の家族か
らは両言語での CCC-2 の回答が得られず、家
族によって日本語を選択したケースと英語
を選択したケースとに分かれたため、所期の
目的は達成されなかった。 
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